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土砂災害の軽減に向けて
（泥流・流木災害）

土木学会
地盤工学会
日本応用地質学会
日本地すべり学会
平成25年10月台風26号による
伊豆大島豪雨災害緊急調査団

清水義彦（群馬大学）

（株）パスコ撮影
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小学校

元町3

八重沢堆積工

神達地区

流路工

大金沢支川堆積工

大金沢本川堆積工

国土地理院（平成25年台風第26号及び第27号による大雨に関する情報・土砂流出箇所図に加筆）

・地形傾斜度4度の緩い勾配でも顕著な土砂堆積
が生じていない．

・かつ，多くの立木が流失した（神達地区での流木
生産）
・流路工下流での橋梁で流木による閉塞

・崩壊斜面には多くの筋状の侵食が形成
・土砂流流下域に「明瞭でない谷」で侵食が生じた．
・狭い断面B’‐Bを大量の流木が通過している．
・少量の流木痕跡は流下方向に線状に堆積している．

崩壊面積ｘ樹木密生度（単位面積当たりの本数）
が流木生産量となる
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国土地理院 正射画像(2013.10.24)

DEMデータ
H17:東京都
H25:東京都

B’

B

大金沢本川堆積工

ガリ侵食による流路形成

流路際には流下方向に線状に流木が残存している

神達地区では
家屋の土台が残る

崩壊源頭部を含む上流域で
発生した大量の流木が閉塞す
ることなく流下している．大量
の流木が一気に流下はしてい
ない．

流木は土砂流後の後続流に
よって流下したことが推測され
る．

侵食流路，斜面勾配が流木の
直進性を高めた．

①

③

②
④

⑤

⑥

流木群は流路沿いに流下

流木の生産と流下

土砂流と流木の流下過程による被災

国土地理院 正射画像(2013.10.24)
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208道路と橋梁の交差

208道路と橋梁の交差
①

①

（朝日新聞撮影）

（東京都撮影）

②

②

③ ④

⑤ ⑥

神達地区上流 開析の低い谷，不明瞭な尾根を土砂流が通過
流木生産とともに，多量の豪雨がもたらした後続流が侵食流路を形成した
上流側からの土砂・流木堆積による流体力がここの樹林地を破壊したのか？

侵食によって生じた水みちは流路工に向かう 神達地区下流域で流木，土砂が捕捉

破壊した家屋，家財の残存（土砂で汚れていない）
土砂流通過後の後続流が継続したことが示唆される
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降雨範囲100mm/h

災害後地形での地表面流の動き（水深）

非構造格子による氾濫流解析（川池のモデルを適用）

（ｃｍ）

上記の降雨範囲に100mm/hを
2時間与えた．

国土地理院 正射画像(2013.10.24)

災害後地形での地表面流の動き(流速）

降雨範囲100mm/h

(cm/s)

非構造格子による氾濫流解析（川池のモデルを適用）

上記の降雨範囲に100mm/hを
2時間与えた．

国土地理院 正射画像(2013.10.24)
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土砂災害の軽減に向けて（泥流・流木災害）

・土砂流のみの流体力で家屋破壊流失率は５０％以上
（流下速度は10m/s程度）

・谷地形が発達しない地形では土砂流の流下経路が読めない．
・火山灰の細粒材料からなる土砂流は高い流動性をもち，被害範囲が拡大する．
・土砂流，流木流下範囲を拡大させた豪雨（後続流の発生）

・大金沢本川，支川からの土砂流，流木は堆積工で捕捉（大きな被害軽減効果）
・堆積工下流の流路工への土砂・流木の流入が下流域の被害を拡大した．
（とくに橋梁上流側で流木が氾濫）

・道路も土砂・流木の流下経路となって被害が拡大する

（地震計の1回目振動が
積算降雨450㎜で発生）

・ハード対策
土砂生産の抑制，堆積工への土砂・流木の誘導（導流堤，流路工），
流木捕捉工，遊砂地の整備

・ソフト対策
土砂流・流木の流下，氾濫特性を取り込んだハザードマップ
や避難・予警報システムの構築，

・流下経路の一部となる流路，道路周辺，橋梁閉塞などのリスク認識

土砂流・流木の流動特性を踏まえた流下経路，氾濫領域の検討が課題


